
人の和が、ひろがる集合5分前

はずむ園児の声
町立寺口幼稚園が開園

　町立幼稚園として3番目の幼椎

園が、寺田地区に開園しました．

　この寺迫幼稚園は、寺迫中央公

民館を改修して園舎にあて、黒木

洋子先生が4歳児14名、5歳児11

名、計25名をうけもっています。

　寺迫地区は町の中心地から遠距

離のため、これまで幼児教育につ

いては、隣接市町の施設に入れて

おり、入園できない幼児もいたこ

ともあって、早くから施設の設置

が望まれていました。

　4月いつぼいは11時3り分までの

午前保育でしたが、今月からは給

食も始まり午後軍馬になって保育

時聞も延長きれ、なかでも遠距離

の庭田地区などの園児は、バスの

時間に合わせ、午後4時まで園で

すごせることになっています。

　「私も園児たちも初めてのこと

でとまどっています…』と語る黒

木先生をよそに、園児たちは園内

をところせましと元気いっぱいに

走り回っていました、
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町報とうこう

町
長
は
無
投
票
当
選

　
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
セ
東
郷
町

長
・
東
郷
町
議
会
議
「
貝
選
挙
て
、
つ
y
、
、

の
か
た
が
た
か
当
選
し
ま
し
た

　
町
長
越
挙
て
は
、
」
嵯
候
補
届
出
か
現

職
の
木
村
森
山
・
・
ん
（
5
6
歳
h
小
野
田
）

一
人
目
∫
ノ
た
た
め
、
無
投
票
て
当
選
し

こ
玉
、
・
つ
つ
き
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
，
）
ま
し
た

　
ま
た
、
町
議
会
議
員
選
挙
て
は
、
定

数
十
八
人
に
対
し
、
現
職
1
．
五
人
、
一
几

一
人
、
新
人
四
人
の
討
二
一
人
か
・
）
候

補
し
、
現
職
卜
一
．
一
人
、
元
一
人
、
新
人

四
人
か
当
選
し
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
・
つ
の
人
た
ち
に
対
す
る
当
遮
甜

　も　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

サひの　 @　ロ　ゆの　　　もロ　ノ　　　　　　　　　　サ　のの　　　　　　　　ヘ　　　　　サコサ

秘めで：二こ1

。3・
x三・1晦1撫擁一．謡1ぺ’∵ご讐聖：

一選挙から鵠「霧孟㌘ヤ罹
　　覧．●　　　　．　　　　　　，　翫　　　　　　　み’、
　●●．．　　　　●　　　　　も　　　．鱒　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

書
附
与
式
か
二
十
四
日
午
前
セ
時
か
ら

町
議
会
議
場
て
行
わ
れ
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
の
若
藤
寅
男
き
ん
か
ら

新
町
長
と
十
八
人
の
新
議
員
に
当
選
証

書
か
丁
渡
日
・
・
れ
た
あ
と
、
若
藤
委
員
長

の
あ
い
き
つ
に
つ
づ
い
て
木
村
町
長
、

中
、
木
議
長
が
当
選
者
に
祝
辞
を
の
へ
式

を
終
了
し
ま
し
た
．

当
選
者
へ
お
た
ず
ね
し
ま
す

丁
基
本
的
な
考
え
、
心
か
ま
え
、

　
抱
負
な
と
。

互
任
期
中
に
足
癖
し
た
い
こ
と
、

　
手
か
け
た
い
こ
と
な
と
。

卿r’鰍

』
覇　 劇晒覧
♪

誠

ぬ

麟
吉田和幸

坪谷51歳

毎・農林業

↑
初
心
に
か
え
う
臼
民
と
対
話
し
、
町

政
に
歩
凋
を
あ
わ
せ
豊
か
こ
生
盾
て
｝
、
－

る
条
〔
づ
（
一
を
第
τ
一
考
え
、
人
の

相
談
を
親
身
に
な
っ
て
う
ナ
と
め
与
え

ら
れ
た
任
期
を
誠
実
に
議
員
盾
動
を
つ

づ
け
た
い
。◎

曲
新名　哲朗

裾瀬58歳

毎・農　業

56歳

つ　　↑

教和公
育と平

、　日　　’
　～皿’ぷ

建か政
嘆み・台

　の
偏あ
紅至る

行田J

政つ
のく
推㍗）

進『

木村
小野田

、
1
二
期
目
の
就
任
は
、
喜
び
以
上
に
附

託
山
噛
、
れ
た
負
務
の
重
大
斗
・
、
を
痛
感
し
、

今
後
の
行
政
に
私
の
全
知
全
能
を
傾
け

る
決
曽
を
新
ハ
ー
－
に
し
て
い
ま
す
。

　
前
期
四
年
間
は
、
国
に
お
い
て
も
経

済
優
先
か
ら
福
祉
優
先
を
迎
え
た
時
期

て
あ
り
、
道
路
整
備
な
ど
生
盾
基
盤
優

先
の
ヶ
場
に
』
）
つ
て
魅
力
あ
る
町
つ
く

）
の
実
現
の
た
め
、
五
つ
の
基
本
施
策

を
掲
デ
て
努
力
を
亟
ね
て
｝
、
㌔
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
構
想
項
目
の
総
て
に
つ
い

て
解
決
、
打
解
に
全
ら
な
か
っ
た
部
門

　　　炉　写

溝
黒田　　功

田野55裁

無・農　業

・
一
通

原田昇
鶴野内56歳

無・農業

i
町
民
の
声
を
町
政
に
再
映
斗
・
・
せ
、
誹
り

か
な
ハ
D
み
よ
、
町
つ
く
一
こ
努
め
る

②
農
林
業
の
振
興
と
牛
語
環
境
の
改
善

　
道
路
の
整
備

　
教
育
施
設
の
整
備
と
社
会
福
計
の
向

L
」
。

－
農
林
畜
産
業
の
振
興
を
主
軸
と
し
、

農
工
併
進
の
町
政
を
と
り
、
交
通
網
を

完
備
し
、
教
育
の
充
実
を
は
か
り
、
社

会
福
祈
の
向
卜
、
特
に
児
童
、
老
人
、
身

障
者
の
優
遇
措
置
な
と
町
民
の
意
向
を

充
分
取
り
い
れ
る
町
政
を
促
進
す
る

∩
嘘趣
寺原　健

坪谷58歳

無・農業

へ
－
東
郷
町
の
基
本
方
釧
で
あ
る
農
工
併

進
の
推
進
を
は
か
づ
、
町
民
の
豊
か
な

牛
盾
安
定
を
は
か
る

（
，
一
覧
林
業
の
振
興
を
第
一
と
し
て
、
営

農
体
形
の
整
備
と
規
模
拡
大
に
よ
る
農

家
育
成
お
よ
び
三
二
基
盤
整
備
、

翻
黒木　九一

寺追　49歳

班・農　業

1
郷
土
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
を
願
い

農
林
業
の
振
興
特
に
生
産
基
盤
整
備
と

生
盾
環
境
の
整
備
近
代
化
を
進
め
た
い

一
，
・
家
庭
、
社
会
、
学
校
教
育
の
充
実
振

興
　
恵
ま
れ
な
い
方
々
の
福
祈
向
」

豊
か
げ
、
住
み
よ
い
地
域
建
設

義
、
斎

寺原　国義

鶴野内5こ歳

笹・農　業

－
町
民
の
附
託
こ
応
え
る
た
め
、
与
え

ら
れ
た
使
命
を
誠
心
誠
意
を
つ
く
し
、

懸
命
に
努
力
と
自
信
を
も
’
・
て
難
か
な

町
づ
く
り
に
献
身
す
る
。

「
2
」
曲
協
業
の
基
盤
整
備
　
　
副
教
ム
目
ぱ
弛
孔
奴
の
整

備
，
企
業
の
誘
致
，

品
畝原　昭則

d、里∫FH5e歳

笹・農　巣

露
農
林
業
の
近
代
化
、
特
こ
十
地
基
盤

の
整
備
充
実
に
努
め
る

　
牛
涯
教
育
（
家
庭
・
学
校
・
利
会
）

推
進
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備

　
農
工
併
進
に
よ
る
町
内
労
働
刀
の
拡

大
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
町
つ
く
一

甲斐善重郎

仲探　4C歳

笠い農林業

1
議
員
と
し
て
の
マ
キ
！
ん
二
日
も
日

く
身
に
つ
け
、
「
若
い
カ
一
と
一
行
動
一

て
か
ん
ば
、
た
い
と
思
う

ρ
，
亡
差
別
の
な
い
町
民
斗
イ
k
の
町
づ
く

り
　
人
間
関
係
の
丑
常
化
（
あ
ら
）
る

職
場
で
働
く
人
の
身
分
の
保
障
化
）

　　　リ　ハエ　　　　　も　　　　　　　よ　ニぬ　ゐ　　　　ち
　　　　　　　し　　　　り　　　　　の　の　　　の　　　　　のり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

議決意を
　　りけ　ロアリ　り　　　けココ　　　コ　　サロのコ　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　二♂　．・・　．●竃．’　●　．冒・’脚。9・…　　鱒一9・・鴨

ゆ　ひりココサひ　ヂノ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コリロ　のロサ　こじり　

’諭：瀞・戚：♂÷町長●“町議讐
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も
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い

て
は
一
応
の
自
信
を
も
つ
て
い
る
も
の

の
、
窮
迫
し
て
い
る
財
政
事
情
の
な
か

て
の
選
択
と
実
現
は
、
身
を
捨
て
て
こ

そ
の
決
意
を
必
要
と
し
ま
す

　
し
か
し
、
引
紙
｝
、
－
町
政
を
託
並
・
・
れ
た

感
激
を
心
に
刻
ん
で
、
こ
れ
ま
．
、
の
行

政
経
験
を
充
分
こ
生
か
し
、
　
一
公
平
一

を
政
治
理
く
，
」
と
し
て
誰
も
か
東
郷
町
に

生
き
る
喜
ひ
を
超
し
る
こ
と
か
て
｝
、
・
る

町
の
建
設
を
め
ざ
し
、
最
善
の
努
勾
を

尽
し
て
い
｝
、
・
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

②
▽
町
の
」
y
地
に
適
合
し
た
農
林
業
と

　
　
藺
工
業
の
振
興

　
▽
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進

　
7
社
会
資
本
の
整
備
充
実

　
㌃
へ
｝
、
－
地
振
興
と
地
域
格
差
の
是
丑

　
「
・
企
業
を
誘
致
し
、
過
疎
な
き
牛
き

　
　
か
h
の
あ
る
町
つ
く
）
の
実
現

　Ψ、
　弩．

ε臨

．　議

＆畠

黒木芳雄

迫野内64歳

無・農林業

1
町
民
本
意
の
町
政
に
取
り
く
み
、
か

た
よ
り
の
な
い
町
民
が
等
し
く
恩
恵
に

よ
く
す
る
町
政
の
推
進
を
は
か
る
。

・
ぜ
農
林
業
の
振
興
と
畜
産
事
業
の
拡
大

　
社
会
福
祁
の
向
ト
と
青
年
婦
人
教
育

の
充
実
。
無
事
故
で
平
和
な
町
つ
く
）

　　な事，

　勧苓
議

　濫

橋口　昭夫

仲深　52歳

無・農林業

投票率

。／
9

39

@
7
6
　
7
3
　
7
4
　
6
2
　
9
6
　
5
6
　
％
　
2
1
　
1
9
　
3
3
　
9
2
　
0
1
　
6
3

95

X6

S
9
4
9
4
飴
兇
弥
肱
鬼
鬼
肱
肌
肱

1
初
心
を
L
湿
れ
ず
信
民
本
位
の
町
政
に

努
力
す
る
と
同
時
に
、
代
弁
者
と
し
て

の
任
務
を
受
任
を
も
っ
て
全
う
す
る
、

②
農
丁
併
進
の
確
・
）
一
。
農
林
業
の
生
産

基
盤
整
備
の
拡
充
強
化
。
町
民
が
安
心

丁
し
デ
」
生
ゴ
伯
げ
、
㍉
ご
ヴ
O
社
ム
ム
環
境
“
つ
ノ
、
》
。

縮
矢野　貞夫

坪谷　49歳

無・農林業

入
4，804

脇
駒
測
騰
珊
胱
枷
薦
珊
蹄
6
3
鯉
8
6

丁
農
林
業
を
主
体
に
農
工
商
と
の
併
進

と
振
興
を
図
り
、
農
業
人
口
の
余
剰
労

働
力
の
盾
用
と
安
定
の
為
、
日
向
市
と

の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
て
奉
仕
に
徹
す
る
行
政
を
望
む

ヨ
国
県
道
の
早
期
整
備
を
促
進
す
る
。

投票者数

繋
難聴
黒田　幸作

田野　51歳

無・農　業

1
時
代
を
先
取
う
し
、
調
和
の
と
れ
た

智
か
な
明
る
い
町
つ
く
b

②
⊥
）
ち
遅
れ
た
本
町
の
産
業
の
振
興
と

農
地
基
盤
整
備
の
早
期
実
現
、
．
道
路
の

改
良
と
新
設
を
進
め
る
。
僻
地
の
レ
ク

レ
ー
ソ
ヨ
ン
広
場
づ
く
り
。

同報とうこう（3｝

嵩
黒木利男

寺迫52歳

蕪・農業

清水　徳男

羽坂　50歳

無・農林業

河野　定男

越表63歳

毎・農　煮

②
小
学
校
フ
ー
レ
の
設
置
。

　
考
朽
橋
ま
た
は
不
便
個
所
の
架
橋
の

実
施
．
．

　
作
業
路
の
整
備
、
延
長

　
町
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
触
論
装
．

当日有権者数投票区
人

5，036

86

@
8
6
　
6
1
　
7
6
　
9
5
　
0
9
　
3
6
　
6
9
　
4
0
　
5
7
　
6
5
　
6
7
　
8
9

5
5
7
5
3
2
3
3
6
2
　
1

　
　
乱
塾
緬

　
　
厨

副
ω
侍
幅

　
　
ユ
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
第

4（鶴野内）

5（迫野内）

6（田野）

7（羽坂）

8（仲深）

9（坪谷）

10（越表）

11（卜渡川）

12（八重原）

13（鵜戸木
ｷ　崎）

轟

一
，
・
町
道
、
農
林
道
の
整
備

　
農
林
業
の
振
興
、
と
く
に
農
業
基
盤

の
整
備
。

　
農
村
の
生
盾
環
境
の
整
備
。

・
4
本
町
に
適
合
し
た
農
林
業
の
振
興
を

は
か
う
住
民
福
裡
の
向
上
に
努
力
す
る

②
立
ち
お
く
れ
て
い
る
農
業
基
盤
の
整

備
に
特
に
力
を
入
れ
る
。
道
路
網
の
整

備
充
実
を
は
か
り
、
住
み
よ
い
明
る
い

町
つ
く
）
に
努
力
す
る
。

甑舳
海野　与七

寺男　54歳

唾・農　業

－
臼
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
健

全
な
財
政
運
用
と
制
度
事
業
に
よ
る
所

得
向
b
策
を
と
る
へ
き
て
あ
る
．

②
生
盾
環
境
の
総
占
“
検
を
実
施
し
、
整

備
の
促
進
を
は
か
る
。

晶
矢野　日好

早瀬60歳

笹・商　業

（
“
農
林
、
畜
産
の
経
済
的
効
率
化
の
推

進
。
制
度
事
業
の
導
入
．
．
社
会
教
甫
、
W

充
実
化
。

②
基
盤
整
備
の
早
期
実
現
。
農
道
、
作

業
道
路
の
昇
格
。
不
遇
者
の
援
護
。
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町報とうこう

者害障体身

の

諜三相回巡

　
身
依
障
害
者
に
対
す
る
援
蔓
施
策
は

年
々
改
善
き
れ
充
実
し
て
き
ま
し
た
、
．

　
町
内
に
は
、
身
体
に
障
害
を
も
ち
な

が
ら
、
診
断
、
判
定
、
相
談
等
を
受
け

ず
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
な

い
た
め
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
に

よ
る
援
護
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
い
る

よ
う
で
す
。

本
年
度
の
巡
回
相
談
が
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
相
談
は
、
診
断
や
判
定
、
援
護

相
談
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
方
々
の
た

め
に
、
県
身
体
障
害
者
更
正
相
談
所
が

実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
本
町
で
は
、

二
年
間
に
一
回
し
か
実
施
き
れ
ま
せ
ん

の
で
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
是
非

お
い
で
く
ゼ
き
い
．
．

▽
期
日
　
5
月
2
2
日
（
火
曜
日
）

∵
、
受
付
時
閥
　
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

▽
・
場
所
　
町
中
央
公
民
館

7
対
象
者
　
肢
体
不
自
由
、
視
力
障
害
、

　
聴
力
障
害
、
音
声
、
言
語
障
害
（
児
）

［、

E
相
談
業
務
の
内
容

　
イ
障
害
程
度
．
の
判
定

　
②
更
正
、
育
成
医
療
給
付
要
否
判
定

　
⑤
補
装
具
交
付
の
要
否
判
定

　
④
心
理
学
的
判
定
（
知
能
測
定
、
性

　
　
格
判
定
）

　
5
職
能
的
判
定
、
職
業
適
正
の
判
定
、

　
　
施
設
利
用
の
要
否
判
定

　
誘
　
義
肢
、
装
具
の
型
と
り
及
び
簡
単

　
　
な
修
理

　
⑦
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
、
再
交
付
、

　
　
補
装
具
交
付
（
修
理
）
申
請

　
⑧
国
民
年
金
（
障
害
年
金
）
の
受
給

　
　
に
関
す
る
相
談

　
⑨
身
体
障
害
者
の
職
業
に
関
す
る
柏

　
　
談

▽
相
談
員

　
県
立
病
院
、
県
立
整
肢
学
園
．
の
医
師

　
及
び
指
定
医
師

　
県
庁
関
係
各
課
職
員

▽
持
参
す
る
物

　
申
請
手
続
㍉
、
あ
た
め
．
の
「
、
障
害
者
手

　
帳
」
　
一
，
印
か
ん
」

じ
、
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
園
田
に

　
お
た
ず
ね
く
ゼ
｝
、
・
い
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

　
四
月
一
日
、
午
前
十
時
か
ら
頴
徳
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
，

　
項
徳
碑
は
、
庁
舎
の
落
成
を
記
念
し

て
昭
和
三
十
五
年
に
建
立
き
れ
ま
し
た

が
、
敷
地
整
備
の
た
め
、
三
月
に
移
転

工
事
を
す
ま
せ
た
ば
か
り
で
す
。

　
碑
に
は
、
元
村
長
の
新
名
馬
治
、
高

森
順
蔵
、
奈
須
熊
吉
、
黒
木
松
美
の
四

氏
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
．
．

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
、
項
幽

暗
の
前
で
式
典
が
で
き
ず
、
庁
舎
玄
関

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
四
氏
の
遺
族

と
町
長
、
議
会
議
長
を
は
じ
め
関
係
者

多
数
が
参
列
し
、
町
長
が
言
詞
を
奉
読
、

玉
ぐ
し
を
き
さ
げ
て
町
政
に
大
き
な
功

労
の
あ
っ
た
故
人
の
遣
業
を
し
の
ん
で

そ
の
遺
徳
を
た
た
え
ま
し
た
。

頒

徳

祭

と

油

壷
並

毒祭

　
四
月
三
日
、
町
の
戦
没
者
合
同
慰
霊

祭
が
成
願
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
，

　
こ
の
慰
霊
祭
は
、
明
治
＋
年
の
西
南

戦
争
か
ら
、
日
清
、
日
露
、
太
平
洋
戦

争
に
至
る
戦
い
で
戦
死
し
た
三
百
九
十

五
名
の
冥
福
を
祈
る
た
め
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
遺
族
二
百
八
十
名
と
来
賓

八
十
名
が
参
列
し
て
、
神
式
と
仏
式
で

行
わ
れ
、
町
長
、
議
会
議
長
が
祭
詞
を

の
べ
ま
し
た
．

　
終
了
後
、
仮
設
舞
台
で
演
芸
会
が
行

わ
れ
、
民
謡
会
会
員
な
ど
が
民
謡
や
、

舞
踊
を
披
露
し
て
、
遣
族
や
近
く
に
あ

る
老
人
ホ
ー
ム
［
，
第
峰
園
し
の
お
と
し

よ
り
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
ま
し
た
．
．
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町
職
員
発
令

撃墜㍊象コ

退
職
（
3
月
3
1
日
付
）

▽
山
口
俊
一
　
▽
黒
木
勝
　
▽
矢
野
直

［
㌧
由
添
久
敏
　
▽
松
原
コ
ズ
エ
　
▽
佐

々
木
ス
ミ
エ
　
▽
寺
原
糸

異
動
（
4
月
1
日
付
）

▽
農
林
課
長
事
務
取
扱
　
助
役
戯
話
春

美
　
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
長
兼

務
（
住
民
課
長
）
出
原
正
義
　
▽
税
務

課
固
定
資
産
係
（
住
民
課
住
民
係
・
国

民
年
金
係
兼
務
）
三
浦
信
代
　
▽
住
民

課
国
民
年
金
係
・
住
民
係
兼
務
（
総
務

課
庶
務
係
）
仁
田
優
子
　
▽
住
民
課
保

険
衛
生
係
（
福
瀬
小
学
校
）
阿
萬
富
子

▽
福
瀬
小
学
校
（
教
育
委
員
会
）
塩
月

マ
サ
エ
▽
総
務
課
付
（
新
採
用
）
寺

原
政
志
　
▽
同
　
海
野
茂
実
　
▽
同

児
玉
明
　
▽
同
菊
池
輔
弘
　
▽
同

海
野
雅
…
彦
　
　
▽
同
　
　
三
浦
一
兀
生
　
　
▽
同

　
植
野
浩
人
　
▽
同
　
海
野
真
里
　
▽

同
　
塗
木
里
美
　
▽
緊
迫
幼
稚
園
（
新

採
用
）
黒
木
洋
子
　
▽
町
立
病
院
（
新

採
用
）
中
村
マ
リ
子
▽
同
岩
田
洋
子

嘱
託
（
4
月
1
日
付
）

▽
吉
田
宗
蔵
（
登
記
事
務
）
▽
関
野
勇

（
同
）
▽
矢
野
ひ
と
み
（
同
）
▽
矢
野

直
（
林
業
研
修
館
）

教
職
員
異
動

寺
迫
小
学
校

　
転
入

　
▽
雪
見
英
彰
（
教
頭
）
上
江
小
か
ら

▽
野
口
哲
正
（
教
諭
）
財
光
寺
小
か
ら

▽
浜
砂
マ
ス
子
（
同
）
日
知
屋
小
か
ら

▽
岡
部
幸
子
（
養
教
）
岡
富
中
か
ら

　
転
出

　
▽
伊
東
新
義
（
教
頭
）
平
岩
小
へ

▽
長
渡
ヨ
シ
子
（
教
諭
）
平
岩
小
へ

▽
二
見
民
子
（
同
）
美
々
津
小
田
の
原

分
校
へ

福
瀬
小
学
校

　
転
人

　
▽
吉
村
保
子
（
教
諭
）
細
島
小
か
ら

▽
中
武
統
子
（
同
）
新
採
用
　
▽
溝
口

美
佐
子
（
養
教
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
山
崎
彰
生
（
教
諭
）
本
庄
小
へ

▽
福
留
恵
美
子
（
同
）
退
職

東
郷
小
学
校

　
転
入

　
▽
柏
谷
純
孝
（
教
頭
）

ら
．
▽
井
手
俊
夫
（
教
諭
）

か
ら

　
転
出

　
▽
肥
後
等
（
教
頭
）
岡
元
小
へ

松
浦
紘
一
（
教
諭
）
岩
井
谷
小
へ

石
川
歌
子
（
同
）
財
光
寺
南
小
へ

　
　
　
　
　
　
島
之
浦
小
か

　
　
　
　
　
　
　
五
十
市
中

▽
太
田
淳
美
（
同
）
富
高
小
か
ら、／　／

坪
谷
小
学
校

　
転
入

　
▽
宮
田
邦
彦
（
教
頭
）
生
目
中
か
ら

▽
山
田
泰
子
（
教
諭
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
江
夏
重
俊
（
教
頭
）
退
職
　
▽
渡

部
強
（
教
諭
）
日
知
屋
小
へ

東
郷
中
学
校

　
転
入

　
▽
谷
口
恵
子
（
教
諭
）
新
採
用
　
▽

川
崎
智
子
（
秘
教
）
新
採
用

　
転
出

　
▽
菊
池
嘉
継
（
教
諭
）
組
合
専
従

▽
那
須
キ
ヨ
子
（
養
教
）
退
職

坪
谷
中
学
校

　
転
入

　
［
、
♂
福
永
伸
一

　
転
出

　
［
∵
高
島
謙
一

（
主
事
）
岡
富
小
か
ら

（
主
任
主
事
）
岡
富
中
へ

坪
谷
中
学
校
至
難
分
校

　
転
入

　
▽
古
川
四
百
里
（
教
諭
）
土
々
呂
中

か
ら

　
転
出

　
▽
花
堂
豊
（
教
諭
）
大
宮
中
へ
　
▽

岡
留
久
子
（
同
）
三
股
中
へ

臨
時
任
用

　
▽
江
藤
美
干
代
（
福
瀬
小
）
▽
渡
辺

ツ
ユ
子
（
越
表
小
）

谷
中
越
表
分
校
）

▽
轟
久
美
子
（
坪

そ
の
他
の
異
動

宮
崎
食
糧
事
務
所
東
郷
出
張
所

　
転
入

　
▽
原
田
正
夫
（
延
岡
支
所
か
ら
）

　
転
出

　
▽
小
林
勝
己
（
延
岡
支
所
へ
）
　
『

原
田
政
噌
昌
（
古
同
鍋
支
所
へ
）

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
▽
山
口
俊
一
（
事
務
局
長
）

つ
し
ロ
　
　
ピ
ノ
ち
　
ロ
ク
う
コ
サ
ノ
も
コ
へ
や
ロ
ロ
コ
し
ご
ロ
サ
ロ

～“」

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
▽
新
名
秋
二
（
3
月
5
1
日
辞
任
）

　
▽
三
浦
　
淳
（
4
月
1
日
選
任
）

行
政
相
談
員

　
▽
塩
月
儀
市
（
3
月
3
1
日
任
期
満
了
）

　
▽
山
口
俊
一
　
（
4
月
1
日
委
嘱
）

五
十
四
年
度
区
長
（
C
は
新
圧
）

▽
寺
追
区

▽
福
瀬
区

▽
小
野
田
区

▽
鶴
野
内
区

W
、
迫
野
内
区

▽
八
重
原
区

▽
田
野
区

▽
羽
坂
区

▽
仲
深
区

▽
坪
谷
区

▽
越
表
区

▽
下
渡
川
区

海
野
与
七

新
名
　
義

都
甲
鶴
男

寺
原
照
和

黒
木
忠
光

福
畑
　
昇

田
原
玄
房

海
野
武
夫

和
田
厳
喜

三
浦
文
人

河
野
　
太

山
床
義
正

（
）

ρ
）

CO（
〕

（
－
）

（
．
．
〕

（
「
）

．
’
．
ノ
9
．
「
ノ
⊃
、
＝
．
、
「
、
・
■
：
、
く
．
二
．
ζ
’
．
；
」
～
2
．
．
◎
▼
，
、
；
9
◎
、
も
。
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∵，（」違乱

∵【二

領
収
書
や
契
約
書
と
税
金

　
一
印
紙
税
一
と
い
う
税
金
を
こ
存
し

て
し
｝
う
か
　
こ
の
税
金
は
国
に
納
め

る
税
診
て
す
か
、
原
則
と
し
て
一
収
人

印
紙
一
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
h
ま
す
　
領
収
書
や
土
地
な
と
の
売

買
契
約
書
を
作
っ
た
人
か
、
そ
の
書
類

こ
疋
力
ら
れ
た
韻
の
二
人
印
紙
を
は
一

汀
．
－
、
書
類
と
収
入
印
紙
の
両
方
に
か

か
る
よ
う
に
消
印
を
し
て
納
め
ま
す
．

　
か
ね
て
よ
く
見
か
ナ
る
一
類
て
、
収

入
印
紙
の
は
っ
て
あ
る
も
の
に
売
上
代

金
の
領
収
書
や
、
⊥
」
地
な
と
の
売
買
契

約
書
な
こ
か
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
印
紙
税
頷
は
次
の
表
の
と
お
り
て
す

売
上
代
金
の
領
収
書
な
と

し載された乏取金工，3々β、備

ク

〃

ク

〃

〃

ク

〃

ク

ク

〃

〃

〃

〃

　　　　　　　　　　　　弄課葬
1りしの1西春ト　　　　　　　100円
100力F〕を超，｛一200ノ」lq以ト　200ト

200わ円を超え300万1］以τ300ロ1

300万円を超え500力円以ド5001エ」

500万円を超え1千万Fj以下、000円

1千万円を超え2千力円以下2，000ト1

2千万円を超え3千万円以下3，000卜］

3千万円を超え5千力円二丁5，000門

5千万円を超え1億円以T
l章円を超え2餐円以F
2億円を超え3億円以丁
3管円を超え5億円以季
5億円を超えるもの

支取金額の記載つ左いもの

営業に関しξ・もの

1万1・］

2万円
3万B
4万円
5カF】

100円

非課貌

不
動
産
の
売
買
契
約
書
な
ど

記載された契約金額か1力円環、磯

〃

ク

〃

〃

ク

ク

ク

〃

〃

ク

　　　　　　　　　　　　非課長
10万円以下　　　　　　　100円
10万円を超え50乃Fj以下　200円

50万円を超へ100力円七二500Fl

IOO万円を超え5DO万円⊥メT10euト月

500力円を超え1千万円以．卜5000F］

rrカド］を超え5千力円以下1力円

5千万円を超え1骨円以下
1音円を超える5肇円以丁
5fζFjを超え＿101盲F「…以下

10暗円を超えるもつ

。己細金韻）な・己つ

3力円
5力円
10力円

15万円

100円

，
，

い嚇
㌦一

，

　
と
こ
ろ
て
、
一
口
に
領
収
書
、
不
動

産
の
売
買
契
約
書
と
い
っ
て
も
い
ろ
い

つ
な
も
の
か
あ
う
ま
す
　
特
異
な
も
の

て
す
か
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
も
収
入

印
紙
を
は
る
必
要
か
あ
り
ま
す
か
ら
注

意
し
ま
し
5
つ

こ
受
取
金
額
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
領

収
書

ご
請
求
書
ド
ニ
相
済
一
一
了
［
と
書
い

て
領
収
書
か
わ
・
）
に
使
っ
た
も
の

ご
後
で
且
式
な
領
収
書
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
仮
領
収
書

一
㌦
契
約
書
の
　
二
一
　
副
本
』
謄
本
一

な
と
て
契
約
す
る
人
の
署
名
や
押
印
の

あ
る
も
の

C
「
覚
書
」
　
「
請
書
」
　
一
差
入
書
一
な

こ
契
約
内
容
を
証
明
す
る
も
の

　
こ
の
ほ
か
、
書
類
を
作
成
し
た
と
き

ご
印
紙
税
か
か
か
る
書
類
が
い
ろ
い
ろ

あ
）
ま
す
。

　
書
類
を
作
成
し
た
場
合
、
印
紙
税
が

か
か
る
か
と
う
か
、
税
額
は
い
く
ら
こ

な
る
の
か
な
と
わ
分
か
、
に
な
ら
な
い

へ
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
税
務
相

淡
室
に
お
た
ず
ね
く
た
き
い
。

国
税
専
門
官
試
験
の
ご
案
内

　
人
事
院
て
は
、
今
年
も
例
任
と
わ
り

［
因
税
膚
門
官
一
の
試
験
を
行
い
ま
す

　
受
験
資
格
は
、
昭
和
二
卜
七
年
四
月

↓
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま

て
に
生
れ
た
男
子
て
、
試
験
は
、
大
学

幣
口
程
腰
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
願
書
の
受
付
は
、
昭
和
五
レ
四

年
五
月
十
五
日
（
火
）
か
ら
五
月
二
↑

四
日
（
木
）
ま
て
て
す
．

　
な
お
、
南
九
用
地
鞭
て
の
第
一
次
試

験
は
、
七
月
七
日
（
十
）
と
八
日
（
日

）
の
両
日
、
熊
本
市
と
鹿
児
島
市
て
、

ま
た
、
第
二
次
試
験
は
、
九
月
五
日
（

水
）
と
人
日
（
木
）
の
両
日
、
熊
本
市

て
行
わ
れ
ま
す
。

　
試
験
の
内
容
は
、
第
一
次
試
験
か
教

養
試
験
と
専
門
試
験
、
第
二
次
試
験
が

人
物
試
験
と
身
体
検
査
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
市
の
人
事
院

九
州
事
務
局
の
ほ
か
、
熊
本
国
税
局
や

最
寄
う
の
税
務
署
に
お
問
い
合
せ
く
た

ヴ
噛
・
い

　
　
　
　
（
税
務
課
・
延
岡
税
務
署
）

　
　
　
耳
》
参
歩
《
～
、
ー
ー
　
ア
　
　
）
愚
」
　
7

舜
（
牧
水
先
生
の
生
涯

、
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

チ
㍉
　
東
京
か
ら
都
農
の
義
兄
に
送
っ
た

　
第
一
報
は
「
漸
く
暑
気
に
向
は
む
と

（
す
る
の
時
・
兄
上
様
は
し
め
皆
々
様

　
留
置
事
に
お
暮
・
誓
れ

タ
候
や
御
船
ひ
申
し
上
候
．
小
生
儀
“
。

V
其
後
毎
事
入
学
の
手
続
を
終
り
目
下

4
毎
日
通
学
ま
か
り
あ
）
二
間
、
は
ば

ロ

～
か
う
様
な
が
ら
御
安
神
下
さ
れ
度
く

ヤ

願
候
。
身
体
も
先
づ
壮
健
に
て
た
た
着

～
京
早
々
眼
を
い
た
め
て
大
に
難
儀
致

）
し
候
ひ
し
か
と
も
只
今
に
て
は
ほ
と

ヘ
ヂ
ん
と
全
快
仕
う
候
。

㌔
　
わ
圧
酉
お
疋
戸
と
名
た
け
聞
い
て

弔
も
大
喜
ひ
せ
し
所
な
れ
と
実
際
来
て

ド

馬
見
れ
ば
そ
れ
ぽ
こ
に
も
囲
い
所
こ
候

！
　
た
セ
人
の
多
h
こ
と
町
の
広
い
の

寧
と
建
物
の
大
き
の
が
あ
る
の
か
ち
よ

’　
つ
と
目
に
つ
く
七
ナ
に
候
　
然
し
未

霧
鍛
鱗

へ
校
の
方
か
再
鹿
に
む
つ
か
し
い
の
て

堕
わ
れ
わ
れ
如
き
田
舎
の
中
学
か
ら
出

辱
た
身
に
は
た
い
へ
ん
に
苦
し
く
候
。

藩
鋤
導

流
春
の
試
験
に
て
大
学
の
本
科
に
通

》
す
る
の
は
僅
か
に
五
十
人
に
候
由
、

陰
か
な
か
た
ま
・
た
・
。
9
、
は
無
之

穐
候
（
以
下
略
）

幹

心
　
》
2
i
戦
ナ
ー
ー
猶
ー
ノ
4
ー
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
と
東
京
の
第
一
印
象
を
書
き
そ
の
ア

後
学
資
送
金
の
礼
と
願
い
を
認
め
て
冗

い
ま
由
恐
大
学
時
代
の
学
資
の
大
部
堕

分
は
こ
の
義
兄
か
、
・
の
送
金
げ
、
あ
り
　

ま
亥
　
　
　
　
　
　
解

　
牧
水
先
生
は
ヒ
京
後
ま
も
な
く
尾
一

ヒ
柴
舟
を
尋
ね
て
帥
事
し
前
田
夕
暮
「

た
ち
と
ム
三
友
を
厚
く
し
ま
し
た
。
赤

同
級
生
に
北
原
射
水
後
の
自
秋
、
中
へ

林
蘇
水
が
い
ま
し
た
・
当
時
牧
水
・
　

射
水
・
蘇
水
を
［
早
稲
男
＝
・
杢
V

と
い
わ
れ
ま
し
た
直
秋
と
は
二
匙

㍊
鋸
蝋
照

す
ゼ
聾
の
呈
し
早
稲
田
李
に
　

学
ん
だ
海
野
実
門
田
と
も
麹
町
に
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穿
て
下
宿
し
て
い
ま
し
た
　
そ
の
二
～

ろ
の
牧
水
先
生
の
思
い
出
を
次
の
よ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

う
に
語
’
）
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　
一
当
二
二
に
歌
道
に
精
進
し
イ
、
ご

た
牧
水
は
．
万
朝
報
【
に
盛
ん
に
応
ゆ

募
し
て
入
選
し
て
い
た
　
入
選
の
賃
㌣

金
が
則
る
と
必
ず
二
人
前
の
そ
ぼ
を
チ

注
文
す
る
の
か
例
て
特
選
に
な
る
と
噂

そ
ば
膳
に
一
本
つ
つ
て
あ
っ
た
酔
ゆ

え
ば
の
と
自
慢
の
彼
は
き
っ
と
日
作
“

巌
姦
詠
ず
る
の
か
笙
の
楽
み
〉

て
あ
－
）
得
意
て
も
あ
っ
た
　
一
と
　
　
・

（
塩
月
儀
市
）

・
∵
　
都
合
に
よ
う
［
山
陰
風
」
L
記

　
は
休
み
ま
す

～　！　 、　！　　～　一　 、r
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餓
藪魔繋

獺
奪

ノ
、
＼

　
　
轡

　　鱒

　　卿轟鍛蟻

も
、

Nゆ

嫌煙タヌキ

　追野内の浜地力きん宅にセく二

か飼われ、語題になって、ます

　このタヌキは、一時年6目に奥

さんの澄了きんか、近くの町追側

溝て生後聞もない迷了を見つ．、

牛乳て育ててきたものてす

　簡のせ’・つか、澄了きんし乃な

つかす、力きんや3匹の猟人に，ま

対決の姿勢をとり玄す

　また、煙かきらいて、捨てられ

た仲阜は足でもみ消すそうて丁

　最近は惣きをするようにな’）、

お’）みしか乏いているとのこと．

安全を確認

　4月18日、山陰地区の銃砲検査

か、中央公民館て行われました。

　これは、毎年定期的に法律の観

走に基づいて実施きれるものて、

当日は、日向瞥察署防犯責任課の

占川課長、出水防犯係の2名か検

i査を行いました。

　あいつ（．金融機関銃撃事得の発

生て、最近はとくに銃砲の取り扱

いがきびしくなっています。

　銃の正しい取扱い、安全保管て

つきの猟期に望みましょう。

ぐ

繕
・
藤

爆

掴
青
協
だ
ま
毎
爵

今
月
の
行
事

▽
町
士
月
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
ム
｝
ハ

　
日
時
　
5
月
6
日
与
前
8
時
豹
分

　
場
所
中
央
公
民
館

、
戸
。
　
　
，
ρ
　
ノ
　
　
o
　
ノ
㌔
♂
　
「
■
　
、
し
　
、
　
　
9
■
　
、
　
　
㌧
●

㎜
駐
牲
薮

濾

ほ
う
こ
く

V
各
地
区
青
年
会
長
紹
介

寺
迫
　
里
、
木
政
敏

小
野
田
海
野
雅
彦

迫
野
内
佐
藤
　
孝

田
野
　
又
見
茂
喜

越
表
　
山
一
兀
文
明

福
野
　
直
野
義
久

鶴
野
内
菊
池
輔
弘

羽
坂
　
海
野
茂
美

坪
谷
　
酒
井
望
司

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
肯
協
広
報
部
）

，
p
。
ノ
，
．
　
’
2
　
．
．
　
）
、
　
．
9
．
、
㌧
・
ψ
　
監

　
　
銃
の
保
管
は
厳
重
に

勿
　
－

春
の
交
通
安
全
運
動

　
5
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
の
1
0
日
間

春
の
交
通
安
全
運
動
か
展
開
き
れ
ま
す

か
、
今
回
の
重
占
、
事
項
は
、

・
－
歩
行
者
、
自
転
隼
利
用
者
・
特
に
老

　
人
子
供
の
事
故
防
止

　
　
全
国
の
統
副
か
ら
み
る
と
老
入
、

　
子
供
自
転
卑
利
用
の
被
告
者
か
特
に

　
多
h
の
て
、
連
転
者
の
皆
さ
ん
は
歩

　
行
者
な
と
は
動
く
赤
信
号
と
思
っ
て

　
注
意
し
て
ノ
＼
た
き
い

2
自
動
二
輪
、
原
付
軍
の
煙
転
者
の
事

　
故
防
止

　
　
ま
た
ヘ
ル
メ
ノ
ト
も
か
ふ
・
つ
な
h

　
命
知
ら
ず
の
人
か
い
ま
す
　
二
輪
の

　
車
人
事
故
は
、
頭
部
打
撲
な
と
か
ほ

　
と
ん
と
て
す
．
必
ず
ヘ
ル
メ
ノ
ト
を

　
か
ふ
r
・
て
く
た
委
・
、
い

③
ノ
ー
ト
ヘ
ル
ト
の
着
用

　
　
ヘ
ル
ト
は
あ
な
た
の
命
綱
て
す

　
ヘ
ル
ト
を
つ
け
て
い
て
八
叩
ぺ
）
ろ
い
を

　
し
た
事
例
は
た
く
き
ん
あ
り
ま
す

　
町
民
一
人
一
人
か
事
故
防
止
に
注
隣

し
て
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
町
つ
く

，
，
を
し
ま
し
よ
う

　
4
月
中
に
一
応
銃
の
検
査
を
し
ま
し

た
が
、
今
の
と
こ
ろ
異
窩
ま
あ
り
ま
そ

ん
て
し
た
　
家
の
中
の
保
管
に
つ
い
て

は
ロ
ノ
カ
ー
の
固
定
な
と
て
大
丈
夫
と

懲
い
ま
す
か
、
昨
年
も
猟
期
や
射
撃
州

練
、
修
理
な
と
の
た
め
自
動
車
に
積
ん

で
い
た
銃
か
盗
難
に
あ
っ
た
事
例
も
数

　
日
あ
り
ま
し
た
　
最
近
全
図
的
に
猟
銃

の
盗
難
か
発
生
し
て
い
ま
す
の
て
、
保

管
取
扱
に
は
万
全
を
期
し
て
く
ハ
ご
w
・
・
い

シ
ン
ナ
ー
・
ボ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
乱
用
防
止

　
町
内
に
3
P
月
陥
職
少
伍
－
の
不
自
ハ
ヶ
ル
ー

フ
か
あ
り
、
　
ノ
ン
ナ
ー
な
と
の
常
習
吸

引
の
た
め
警
察
に
補
導
さ
れ
て
い
る
者

が
い
ま
す
，
父
兄
の
方
は
他
の
市
町
村

の
て
｝
・
、
こ
と
と
名
え
ず
、
も
う
一
順
子

弟
の
行
動
を
よ
く
見
て
く
セ
き
い
　
ノ

ゴ
ー
、
お
ン
ト
な
と
は
吸
引
が
過
噴

に
な
る
と
神
経
麻
痺
を
起
し
、
果
て
は

死
に
至
る
の
て
す

　
麻
薬
運
転
は
免
許
取
消
し
に
な
っ
て

い
ま
す
か
、
こ
れ
ら
の
作
用
て
事
故
な

と
を
起
せ
ば
行
政
処
分
の
対
象
に
も
な

り
ま
す
。
非
行
の
芽
は
早
く
つ
ん
て
や

る
の
か
社
会
の
責
任
て
す
．
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お
し
ら
せ

像
舳

1

一一’，’　r一一，，げ，’＿層，，r，，＿＿，「，，，層一「9

お
ね
が
い
（
町
誌
編
集
か
ら
）

｛
、
町
誌
に
数
か
所
誤
値
、
脱
字
な
ど
が

　
あ
り
．
ま
す
が
ご
判
読
く
だ
き
い
．
、

［
・
収
入
役
吉
野
束
氏
の
出
身
地
「
鶴
野

　
内
」
は
「
小
野
田
」
の
誤
り
で
す
。

　
ご
訂
正
願
い
ま
す
。

7
村
会
議
員
氏
名
表
、
昭
和
十
二
年
～

　
昭
和
十
七
年
欄
に
「
海
野
栄
氏
（
坪

　
谷
）
を
ご
記
入
願
い
ま
す
．
．

▽
町
誌
の
編
集
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の

　
点
は
、
塩
月
儀
市
編
集
委
員
に
ご
連

　
絡
願
い
ま
す
。
　
（
霞
話
二
五
〇
四
）

田
植
え
な
ど
の
基
準
賃
金

　
こ
の
ほ
ど
ひ
ら
か
れ
た
町
農
業
委
員

会
で
、
今
年
度
の
稲
作
作
業
の
基
準
賃

金
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
度
は
じ
め
に
他
の
労

賃
の
上
昇
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
基
準

的
な
労
働
資
金
と
し
て
き
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　
田
植
作
業
　
男
女
と
も
一
日
三
千
円

耕
う
ん
機
使
用
人
は
四
千
五
百
円
。

　
耕
う
ん
機
　
請
負
い
十
．
ぜ
当
り
荒
起

　
一
二
千
五
㍗
日
田
口
、
苦
批
爪
氏
　
　
三
イ
†
五
丁
日
円
、

植
代
i
四
千
円
、
耕
起
か
ら
代
か
｝
．
・
ま

で
　
七
千
五
百
円
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
　
十
♂
当
り
五
千
円
、

　
田
植
機
　
十
．
弘
当
り
四
千
三
百
円

　
　
　
　
　
（
補
値
を
含
ま
な
い
）
。

　
バ
イ
ン
ダ
ー
　
十
．
ジ
当
り
五
千
円

　
　
　
　
　
（
ヒ
モ
代
を
含
む
）
。

　
コ
ン
バ
イ
ン
　
十
♂
当
り
八
千
五
百

　
　
　
　
円
。

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
県
交
通
安
全
対
策
室
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
交
通
事
故
巡
回
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
交
通
事
故
で
相
談
の
あ
る
か
た

は
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
万
き
い
．
．

▽
日
時
　
5
月
2
3
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

全
国
防
犯
運
動
標
語
募
集

　
県
警
察
本
部
と
県
防
犯
協
会
連
合
会

で
は
、
全
国
防
犯
運
動
の
一
環
と
し
r
、

五
十
四
年
席
．
全
国
防
犯
運
動
標
語
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
1
日
～
5
月
3
1
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
テ
ー
マ
　
ぼ
空
き
巣
の
防
止
　
言
自

　
転
車
盗
の
防
止

▽
応
募
方
法
　
普
通
は
が
き
に
テ
ー
マ

　
標
語
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　
年
令
、
職
業
（
学
校
名
、
学
年
）
を

　
書
い
て
く
ゼ
さ
い
。
枚
数
の
制
限
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
応
募
す
る
場
合

　
は
、
は
が
き
大
の
厚
紙
を
用
い
、
　
一

　
括
送
付
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
．
、

一
・
送
り
先
　
郵
便
番
号
八
八
⊃
　
宮
崎

　
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号
　
宮
崎

　
県
警
察
本
部
防
犯
少
年
課

　
（
電
話
〇
九
八
五
⑳
一
二
四
一
内
線

　
　
六
一
－
四
一
八
）

▽
発
表
　
8
月
5
1
日
ま
で
に
入
選
者
に

　
通
知
し
ま
す
。

▽
表
彰
　
1
0
月
1
1
日
関
係
警
察
署
で
行

　
い
ま
す
．
、

電
報
電
話
局
か
ら

▽
電
報
電
話
局
の
窓
口
営
業
取
扱
時
間

が
、
4
月
1
6
日
目
ら
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
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午
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時

置
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午
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午
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祝
日
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▽
福
祉
電
話

　
1
盲
人
用
ダ
イ
ヤ
ル
盤

　
　
目
の
不
自
由
な
方
が
容
易
に
ダ

　
　
イ
ヤ
ル
で
き
る
器
具
で
す
。
日
向

　
　
電
報
電
話
局
に
申
し
出
れ
ば
無
料

　
　
で
交
付
さ
れ
ま
す
，

　
2
難
聴
者
用
電
話
（
め
い
り
レ
“
う
）

　
　
普
通
の
電
話
機
の
6
倍
、
1
2
倍
、

　
　
1
8
倍
ま
で
音
を
拡
大
で
き
ま
す
。

　
　
工
事
費
二
千
円
、
使
用
料
一
七
〇

　
　
円
（
月
額
）

　
3
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル

　
　
電
話
が
か
か
る
と
ラ
ン
プ
が
フ

　
　
ラ
ツ
シ
ユ
し
て
知
ら
せ
ま
す
。
耳

　
　
の
不
自
由
な
方
や
、
騒
音
の
激
し

　
　
い
所
に
便
利
で
す
。

　
　
工
事
費
二
千
五
百
円
　
使
用
料
二

　
　
◎
○
円
（
月
額
）

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
1
　
期

納
　
期
　
5
月
3
1
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
越
表
の
藤
井
次
男
き
ん
か
ら

　
　
（
涼
子
さ
ん
・
1
2
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
二
村
友
市
き
ん
か
ら

　
　
（
ツ
ル
エ
き
ん
・
6
3
歳
ご
死
去
）

▽
仲
深
の
日
高
キ
ヌ
子
さ
ん
か
ら

　
　
（
富
士
夫
き
ん
・
4
6
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
若
林
義
雄
き
ん
が
、
米
寿

　
を
迎
え
た
記
念
と
し
て
善
意
を
よ
せ

　
ら
れ
ま
し
た
．
．
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月
の
心
配
ご
と
相
談
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5
月
1
5
日
（
火
曜
日
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東
郷
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会
福
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協
議
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執
繋
懇
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3
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
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名
　
皿
父
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名
住
所

松山水直黒小井那
岡里野野木林本須
景勇俊千弥真貴雄
　　　　　　美子二男穂生人子樹
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結
婚
お
め
で
と
う

垂下

藤田

黒篁

　　氏

木瀬

名

照光　津二
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ご
冥
福
を
祈
り
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す
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